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特  集
令和７年度　民生委員・児童委員の日 活動強化週間の取り組みについて

活動の具体的内容 活動日時／場所　等
①ＦＭラジオにて民生委員・児童委員活動紹介（地区会長中心に数名）
②「訪問活動強化月間」と位置づけ、見守り活動を強化

①毎月１回
②５月

子どもの安心安全を見守るあいさつ運動と民生委員・児童委員のＰＲ活動 ５/12～５/16 校区内

①市長に１日民生委員をしていただく
②各地区の小学校にてあいさつ運動を行う
③ひとり暮らし高齢者宅へ訪問、ＰＲチラシグッズの配布を行う

①５/16
②通年
③５月中

市広報で「５月12日㈪から18日㈰までは民生委員・児童委員活動強化週間」との記事を
掲載

５/１号　市広報

①主任児童委員連絡会議　リーフレットの作成　
②活動強化週間（５月12日から１週間）にクリーンプラザ煙突ライトアップ

①�４/１～５/31　小・中新一年生、
保育園児へ配布

②�５/12～５/18　清掃センター煙
突のライトアップ

①市広報誌に掲載
②市役所市民ホールで委員活動ＰＲパネルの展示及びチラシ、ポケットティシュ配布
③母子手帳配布時及び３ヶ月児健診時に子育てサロンチラシを配布

①５/１号
②５/12～５/15（10：00～15：00）
③通年　市保健センター

①児童虐待防止活動のため全委員がオレンジリボンを着用して啓発活動を行う
②市広報紙にて民生委員・児童委員ＰＲ記事を掲載

①通年
②５月　市内全戸配布

①市長に１日民生委員・児童委員を委嘱して、地区民児協の活動を体験してもらう
②市広報紙に民生委員・児童委員活動について記事を掲載し、周知を図る

①５/16　市内４地区
②５月

高齢者、独居老人世帯、障害者がいる世帯、子育て世帯を中心とした地域住民を訪問、
ＰＲカードの配布等により民生委員・児童委員活動の広報を行う

５/12～５/18

①町のケーブルテレビにて民生委員・児童委員活動等を掲載予定
②�独居高齢者（日中独居世帯を含む）世帯を中心に挨拶訪問運動を展開　その際に「特殊

詐欺被害防止啓発リーフレット」等を配付する

①５/８～５/22
②５月中

町の広報紙で活動紹介掲載 ５月号　毎戸配布
①強化週間中に実施する民児協子育て支援の中で、ＰＲグッズを配布
②町の広報誌に活動強化週間等を周知
③民生委員・児童委員の日の前後でＰＲグッズを配布

①５/21　町子育て支援センター
②５月号
③５/12

町広報紙へ委員活動紹介等記事を掲載予定 ５/１号にて町内全戸配布

村の広報誌へ活動内容を掲載し、身近な相談相手であることを周知する ５/１～５/31　全戸配布

５月12日は「民生委員児童委員の日です」の自作チラシを全戸に配布 ５/１～５/31　村内全戸配布

①�ひとり暮らし高齢者(70歳以上）宅へひとこえ運動として訪問し民生委員・児童委員活
動の周知と、孤独・孤立対策の取り組みとして健康状態や不安の聞き取り調査を実施

②�各自治会で行われる福祉関係者会議に参加し、民生委員・児童委員活動の周知と自治会
や関係団体との交流を図る

①５/１～５/31　村内全域
②５/中旬～６/上旬　自治会８カ所

①町の広報紙で委員活動の周知
②�高齢者世帯等を対象に民児協で配布している「救急医療情報キット」の点検及び未設置

者の状況確認、「救急医療情報キット」のＰＲを兼ねた訪問を実施。
③�委員会別活動（部会活動）において、デイサービスセンター、地域活動支援センター、

児童館でのボランティア活動を行い、地域で暮らす様々なかたやその家族、スタッフ等
とのふれあいを通じ、委員活動の周知のほか、委員自身の資質の向上を目指す

①５/１号　毎戸
②５月～６月　町内
③通年　デイサービスセンター
　地域活動支援センター、児童館

①朝のあいさつ運動
②町の広報誌で民生委員・児童委員活動の周知

①５月上旬
②５/１号　町内全戸配布

町広報誌（４月10日号）および町ホームページに民生委員・児童委員の活動内容を掲載 広報：４/10号　町内全戸配布
ホームページ：４/10～

①�町立図書館にて特設コーナーを設置し、ポスターの掲示、チラシの配布に加えて、図書
館内の関連書籍を設置することにより、民生委員･児童委員のＰＲと更なる理解を得る

②あいさつ運動

①５/10～５/18　町立図書館
②５/13　管内全小中学校

　「民生委員・児童委員の日　活動強化週間」は、全国の民生委員・児童委員が組織的にPR活動を一斉に展開することで、
住民や関係機関・団体に民生委員・児童委員の存在や活動を知ってもらい、さらなる理解を得ることをめざすものです。

（実施要領 趣旨より）そこで、今号は各市町村の取り組み状況を調査した結果をご紹介します。
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ご存知ですか？ご存知ですか？
あなたのまちのあなたのまちの民生民生委員・委員・児童児童委員委員
～民生委員・児童委員活動の広報の充実～

　委員活動に対する多くの住
民等の関心と理解を醸成し、
活動環境を整備するために、
民生委員・児童委員に関する
広報活動の強化と積極的かつ
継続的な働きかけができるよ
うリーフレットを作成・配布
しましたので、ぜひご活用く
ださい。

群馬県では
民生委員・児童委員活動

ＰＲ動画が
作成されました！

県YouTubeチャンネル
「tsulunos」にて公開中

▲こちらの二次元コードを
　読み取ってご視聴いただけます
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情 報 室

　近年、子ども・若者が抱える困難さは、貧困、虐待、いじめ、不登校、ひきこもり、
ヤングケアラー、障害や自殺等、多様化・複雑化しています。また、長期化したコロナ
禍の影響により、困難さはさらに深刻化し、その健全な育成に大きな影響を及ぼしかね
ない状況となっています。

１．群馬県内の現状
　以下は、群馬県内における子ども・若者を取り巻く現状を示すデータです。
○ひきこもり状態の数（令和３年）… ……… 15～19歳：39人　20歳代：65人
○ヤングケアラー数（令和４年）… ………… 小学６年生：5.7％　中学２年生：3.7％

高校２年生：2.9％
○児童虐待相談件数（令和５年）… ………… 1,832件
○自殺者数（令和５年）… …………………… 10歳代：９人　20歳代：49人
○小・中・高・特別支援学校いじめ認知件数（令和５年）……4,330件
○不登校児童生徒数（令和５年）… ………… 小学生：1,713人　中学生：2,987人

２．ネットワーク設立の目的
　本ネットワークは、県内の民間支援団体や個人が交流し、支援の輪を広げることを目的として設
立しました。各団体・個人の強みが「つながる」ことで、複合的な困難を抱える子ども・若者に対
する適切かつ効果的な支援が可能となり、誰一人取り残さない包摂的な社会づくりに寄与します。

３．ネットワークの取り組み
　本ネットワークでは以下の取り組みを行っています。
①ぐんまの子ども・若者支援フォーラムの開催
　 子ども・若者支援に関わる方々の連携や協働体制の推進を目的として開催します。
②研修会の開催
　 支援に関わる方々の資質向上を目的にとして開催します。
③情報交換会開催
　会員間での情報交換を通じ、支援団体同士の連携・協働を促進します。

４．民生委員・児童委員に期待すること
　子ども・若者支援は、地域社会全体で取り組むことが求められており、地域の身近な相談役で
ある民生委員・児童委員の役割は大きいと考えます。子ども・若者の健全な育成を支える地域づ
くりのため、本ネットワークの趣旨にご賛同いただき、引き続き地域における子ども・若者への
支援にご協力をお願いします。

５．問合せ先
　ぐんまの子ども・若者支援ネットワーク　事務局
　（社会福祉法人群馬県社会福祉協議会　地域福祉課内）
　TEL：027-255-6032

ぐんまの子ども・若者支援ネットワークぐんまの子ども・若者支援ネットワーク
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「
の
り
し
ろ
の
仕
事
」

　
11
年
前
退
職
と
同
時
に
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
ひ
き
う
け
ま
し
た
。

　

当
時
見
守
り
者
は
12
名
で
し
た
が
、
今

は
16
名
で
す
。
見
守
り
と
い
っ
て
も
元
気

な
方
が
多
く
言
動
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

　

何
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
は
、
待
っ
て
い
て

く
れ
感
謝
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
時
で
す
。

ま
た
、料
理
や
漬
物
の
仕
方
も
教
え
て
く
れ
て
、

我
が
家
の
献
立
が
豊
富
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
同
士
で
も
困
っ
た
こ
と
を
相
談
す
る

と
、
経
験
し
た
と
き
の
様
子
を
話
し
て
く
れ

た
り
、
励
ま
し
て
く
れ
た
り
と
連
帯
感
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
残
り
の
期
間
、
培
っ
て
き
た
委
員
同
士
や

見
守
り
の
方
と
の
関
係
が
も
っ
と
深
ま
り
、

後
任
者
に
引
き
継
い
で
も
自
分
の
で
き
る

「
の
り
し
ろ
の
仕
事
」
が
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

藤
岡
市
　
藤
岡
地
区
　
丸
橋
　
ま
ゆ
み

Ｑ　
委
員
活
動
で
は
、程
度
に
よ
る
が
私
生
活
ま
で
影
響
を
与
え
る
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
を
大
切
に
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
委
員
活
動
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
夜
間
の
緊
急
対
応
等
、
私
生
活
を

圧
迫
し
て
い
る
現
状
も
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
、
私
生
活
を
考
慮
し
な
が
ら
、

活
動
内
容
に
融
通
性
を
持
た
せ
る
工
夫
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
定
例
会
等
で
、
工
夫
し
て
い
る
事
例
等
を
委
員
同
士
で
出
し
合
っ
て
み
る
の

も
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
委
員
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
で
の
生
活
や
家
庭
が
あ
り
、
そ
の
中
で
突
発
的
な
出

来
事
も
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の
避
難
行
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
、
家
庭
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
は
、
委
員
間
で
協
力
し
て
支
え
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
留
意
点
】

・�
一
地
域
を
複
数
の
委
員
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
活
動
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
。

・�

地
域
に
合
っ
た
個
別
支
援
活
動
（
訪
問
）（
例
・
年
齢
、
障
が
い
）
を
見
直
す
こ
と
も

必
要
。

・
単
位
民
児
協
に
お
け
る
話
し
合
い
で
の
問
題
点
の
洗
い
出
し
。

主任児童委員活動のワンポイントレッスン
情報の収集と共有

委
員
活
動
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た

委
員
活
動
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た

委員活動Ｑ＆Ａ

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
お
手
伝
い
を

す
る
こ
と
が
主
任
児
童
委
員
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
情
報
の
収
集
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。
担
当
地

区
の
小
・
中
学
校
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
校
長
先
生
か
ら

学
校
内
の
様
子
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
特
に
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
家
庭
環
境
や
、
そ
の
子
の
障
害
特
性
な
ど
に
つ
い

て
は
、
地
区
担
当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
伝
え
情
報

を
共
有
し
、
対
象
の
家
庭
の
見
守
り
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
要
対
協
）
の
実
務
者

会
議
に
２
か
月
に
一
度
参
加
し
て
い
ま
す
。
太
田
市
で
は

約
１
７
０
も
の
案
件
が
あ
り
３
時
間
ほ
ど
の
会
議
に
な
り

ま
す
。
と
て
も
辛
く
心
が
痛
む
よ
う
な
案
件
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
各
地
区
担
当
ご
と
に
分
け
て
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
可
愛
い
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い

一
緒
に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
あ
ど
け
な
い
子
ど
も

た
ち
と
い
る
と
「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」
の
脳
内
物
質
オ
キ
シ

ト
シ
ン
が
た
く
さ
ん
分
泌
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
余
談
で
す

が
こ
の
オ
キ
シ
ト
シ
ン
は
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
ふ
わ
ふ
わ
と
し
た
柔
ら
か
い
も
の
に
触
れ
る
、
好
き

な
人
た
ち
と
の
交
流
、
感
謝
を
す
る
気
持
ち
を
持
つ
、
相

手
を
お
も
い
や
る
こ
と
で
分
泌
が
増
え
、
心
の
緊
張
、
孤

独
、
恐
怖
と
い
っ
た
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
作
用

が
あ
る
そ
う
で
す
。
余
談
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
み
な
さ

ま
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
　
齋
藤
寛
之
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太
田
市
に
50
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
3
人
の
主
任
児
童
委
員
か
ら
な
る
新

田
地
区
（
木
崎
・
生
品
・
綿
打
）
民
児
協

が
あ
り
ま
す
。
多
種
多
様
な
活
動
に
日
々

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
若
い
人
た
ち
へ

の
支
援
、
啓
発
活
動
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
啓
発
活
動
で
は
、
先
ず
啓
発
品
（
テ
ィ
ッ

シ
ュ
）
を
準
備
し
ま
し
た
。
補
助
金
も
活

用
し
ま
し
た
が
、
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た

め
に
、
添
付
カ
ー
ド
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

配
布
時
期
や
対
象
に
応
じ
て
、
絵
柄
を
付
け
「
入
学
お
め
で

と
う
」「
あ
な
た
の
相
談
相
手
」「
新
田
地
区
民
生
児
童
委
員
」

の
言
葉
を
添
え
ま
し
た
。
活
動
時
に
配
布
し
た
り
、
社
協
や

児
童
館
、
地
区
の
行
政
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
常
時
置
か
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

交
流
活
動
で
は
、
新
田
暁
高
生
に
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で

1
日
民
生
委
員
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
「
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ

の
仕
事
に
進
み
た
い
の
で
い
い
経
験
が
で
き
た
」
と
の
感
想

で
し
た
。
参
加
者
は
「
孫
と
話
し
て
い
る
よ
う
で
会
話
が
弾

ん
だ
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
小
学
校
の
保
護
者
に
は
、

授
業
参
観
日
に
防
災
の
出
前
授
業
を
行
い
、
地
域
の
方
に
は
、

新
田
消
防
署
と
連
携
し
た
地
域
防
災
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
若
い
母
親
か
ら
委
員
と
子
育
て
の

こ
と
で
話
が
で
き
、
安
心
し
た
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

新
入
学
説
明
会
時
の
配
布
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
も
、
母
親
た

ち
と
の
交
流
会
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
人
た
ち
に
寄
り
添
い
、
繋
ぎ
手
と

し
て
の
活
動
や
啓
発
活
動
に
、
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
・
執
筆　
み
ど
り
市　
金
子
孝
子
）

  

　

渋
川
市
民
児
協
は
10
地
区
で
構
成
さ
れ
、
今
回
は
赤
城

地
区
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

　

赤
城
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
25
名
、
主
任
児
童

委
員
２
名
は
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
専

門
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
サ
ロ
ン
の
開
催
や
地
区
内
小
・
中
学
校
と
の
情
報

交
換
会
、
地
区
社
協
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

　

昨
年
８
月
、
市
民
児
協
役
員
会
よ
り
、
令
和
7
年
一
斉

改
選
に
向
け
た
「
委
員
定
数
の
見
直
し
」
を
受
け
、
赤
城

地
区
で
は
見
守
り
対
象
の
少
な
い
地
域
の
統
合
が
検
討
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
区
の
自
治
会
連
合
会
長

へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
委
員
定
数
は
「
現
状
維
持
」
と
の

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
赤
城
地
区
の
自
治
会
長
は
、
１
年

ご
と
に
交
代
と
な
る
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
改
選
が
行
わ
れ

る
よ
う
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
で
は
現
委

員
の
継
続
を
優
先
し
て
も
ら
う
こ
と
、
継
続
が
難
し
い
場

合
は
後
任
候
補
者
の
欠
員
が
出
な
い
よ
う
に
早
く
か
ら
候

補
者
を
探
し
て
も
ら
う
こ
と
」
等
を
地
区
の
自
治
会
長
へ

周
知
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
一
部
の
現
自
治
会
長
か
ら
は
、

「
改
選
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
っ
た
」
と

い
う
話
や
「
具
体
的
な
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
」
と
問
い
合
わ
せ
を
何
件
か
受
け
て

い
ま
す
。
本
年
度
の
一
斉
改
選
は
欠
員

な
く
後
任
候
補
者
の
選
出
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

  

今
後
も
自
治
会
と
連
携
を
強
化
し
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
担
当　
田
中
隆
次
）

東部ブロック� （太田市　新田地区民児協）

　若い人たちへの啓発活動

地地 区区 ココ ーー ナナ ーー
たた よよ りり

中部ブロック� （渋川市　赤城地区民児協）

　自治会との連携強化
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沼
田
市
東
部
地
区
民
児
協
は

主
任
児
童
委
員
２
名
を
含
む
25

名
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
見
守
り
、
友
愛
訪
問
相
談
支

援
活
動
な
ど
の
活
動
を
日
々

行
っ
て
い
ま
す
。

　
定
例
会
を
毎
月
第
２
金
曜
日

に
開
催
し
、
情
報
交
換
と
研
修

に
ウ
エ
イ
ト
を
お
き
、
市
在
宅

支
援
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談

員
に
も
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
情
報
交
換
で
は
困
難
事
例

等
の
検
討
会
を
実
施
し
、
委
員

相
互
の
資
質
の
向
上
に
務
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
研
修
は
福
祉
施
策
の
概
要

や
相
談
技
法
な
ど
、
県
や
市
職
員
を
講
師
に

招
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の

連
携
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
福
島
県
い
わ
き
市
の
「
震

災
伝
承
み
ら
い
館
」
の
視
察
研
修
を
西
部
地

区
民
児
協
と
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
施
設
で
す
。
施
設
内
の
貴
重
な
展

示
品
の
見
学
を
は
じ
め
、
地
震
と
津
波
を
実

際
に
体
験
し
た
語
り
部
の
方
か
ら
、
震
災
の

記
憶
や
教
訓
、
被
災
地
の
現
状
や
復
興
状
況

な
ど
、
現
地
を
見
学
し
な
が
ら
説
明
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
合
同
視
察
で
両
地
区
の
防
災
・
減

災
に
関
す
る
共
通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
安
全
安
心
の
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
参
考
と
な
る
研
修
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
研
鑽

を
積
み
重
ね
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
活
動
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

嬬
恋
村
民
児
協
は
、
28

名
の
委
員
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

過
疎
化
・
高
齢
化
す
る

中
で
の
適
任
者
の
不
足
、
さ

ら
に
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
大
変
」
と
い
っ
た
地
域

住
民
の
声
が
上
が
り
、
全

国
的
に
「
な
り
手
不
足
」
が

大
き
な
課
題
と
し
て
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
嬬
恋

村
民
児
協
は
、
今
日
に
至

る
ま
で
欠
員
は
な
く
充
足
率

１
０
０
％
で
す
。

　

毎
月
の
定
例
会
に
は
関
係
機
関
や
保
健
師

も
参
加
し
有
意
義
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
３
つ
の
研
究
部
会
に
委
員
が
分

か
れ
、
活
動
方
針
や
活
動
計
画
を
策
定
し
日
々

の
地
域
活
動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
の
定
例
会
終
了
後
に
『
民
生
委
員

活
動
の
基
本
と
ポ
イ
ン
ト
』
と
題
し
た
研
修
会

を
開
催
し
、
民
生
委
員
活
動
研
究
者
で
KT
福
祉

研
究
所
代
表　
松
藤
和
生
先
生
の
講
話
を
受
講

し
ま
し
た
。「
民
生
委
員
活
動
と
守
秘
義
務
」「
民

生
委
員
活
動
の
変
遷
と
役
割
の
変
化
」
な
ど
委

員
が
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
な
知
識
を
習

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
に
群
馬
県
の
６
・
１
調

査
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
村
で
は
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
調
査
票
を
作
成
し
、
防
災
担

当
課
と
連
携
し
災
害
時
に
お
け
る
要
支
援
者
の

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
実

施
し
、
全
て
の
住
民
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で

き
る
よ
う
地
域
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  （

取
材
・
川
嶋
協
子
）

　
額
部
地
区
は
富
岡
市
の
南
部
に
位
置

し
、
自
然
豊
か
な
大
塩
湖
・
サ
フ
ァ
リ

パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
８
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
１

名
の
主
任
児
童
委
員
計
９
名
の
少
人
数

の
単
位
民
児
協
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

額
部
地
区
の
人
口
は
約
２
７
０
０
名
、

小
学
校
は
一
校
で
児
童
数
は
97
名
で

す
。

　
児
童
と
の
関
わ
り
に
「
登
校
時
の
見

守
り
挨
拶
」「
読
み
聞
か
せ
」「
富
岡
ど

ん
と
祭
り
・
子
供
み
こ
し
の
応
援
」「
持

久
走
大
会
見
守
り
」
等
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
児
童
か
ら
「
知
っ
て
い
る
人

だ
！
」と
声
を
か
け
ら
れ
る
事
が
あ
り
、

や
り
が
い
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
内
の
岩
染
地
区
で
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
声
掛
け
に
よ
り
、
月

１
回
集
会
場
で
「
ふ
れ
あ
い
茶
屋
」
を

開
催
し
、
住
民
の
親
睦
交
流
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
実
施
し
て

い
る
「
ぬ
か
べ
朝
市
」
で
は
、
麦
茶
・

コ
ー
ヒ
ー
の
提
供
、
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
へ
の
募
金
活
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

１
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
約
40
名
に
食
改
推
メ

ン
バ
ー
手
作
り
の
お
弁

当
配
布
な
ど
活
動
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

今
後
も
９
名
の
仲
間

と
「
相
談
・
つ
な
ぎ
役
」

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
、
地
域
と
共

に
歩
む
活
動
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

利根・沼田ブロック� （沼田市　東部地区民児協）

　合同視察研修

吾妻ブロック� （嬬恋村民児協）

　充足率100％の民児協活動

西部ブロック� （富岡市　額部地区民児協）

　見守り活動で「知ってる人だ！」

��

�

��

�

取
材
・
沼
田
市　
唐
木
富
雄

執
筆
・
東
部
地
区
会
長　
髙
山
恭
昭

��
�

��
�

取
材
・
高
崎
市　
新
井
正
昭

執
筆
・
額
部
地
区
会
長　
佐
々
木
千
鶴
子
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昨
年
の
漢
字
は
「
金
」
で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
に
は
日
本

中
沸
き
ま
し
た
。
一
方
、
政
界
の
裏
金
騒
ぎ
が
今
な
お
尾
を
引
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、闇
バ
イ
ト
問
題
等
々
大
変
な
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

総
理
大
臣
も
変
わ
り
ま
し
た
。
裏
も
闇
も
な
い
明
る
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
世
の
中
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
、
本
年
は
3
年
に
一

度
の
一
斉
改
選
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
今
後
の
活
動
を
考
え
る
機
会
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

�

編
集
委
員
会
担
当
副
会
長
　
井
上
政
道

編 集 後 記 　

本
年
12
月
１
日
に
は
、
３
年

に
１
度
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

全
国
的
に
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
担
い
手
確
保
が
大
き
な

課
題
に
な
っ
て
い
る
中
、
次
期

一
斉
改
選
に
向
け
て
、
群
馬
県

で
は
選
任
要
領
を
改
正
し
、
新

任
・
再
任
と
も
に
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
委
員
の
選
任
が
行
え

る
よ
う
年
齢
要
件
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
委
員
活
動
の

周
知
や
担
い
手
確
保
に
資
す
る

Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
す
る
な
ど
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
委
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
一
斉
改
選
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
日
々
の
活
動
を
振

り
返
り
、
担
当
区
域
の
実
情
を

あ
ら
た
め
て
把
握
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
上
で
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
今
後
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
単
位
民
児
協

で
共
有
し
、
次
期
の
委
員
活
動

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
単
位
民
児

協
の
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

現
任
委
員
に
対
し
次
期
継
続
の

意
向
確
認
を
行
う
中
で
、
継
続

し
て
活
動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

一
斉
改
選
に
向
け
て

一
斉
改
選
に
向
け
て

行
政
コ
ー
ナ
ー

インフォメーションインフォメーション
 １．理事会�

・日時：�５月21日㈫
・場所：群馬県社会福祉総合センター　地階B01
　　　　（前橋市新前橋町13-12）

 ２．総　会�

・日時：�５月27日㈫
・場所：群馬県社会福祉総合センター　８F大ホール
　　　　（前橋市新前橋町13-12）

・講演：テーマ「子供とのかかわり方」（仮題）
　講師：高崎健康福祉大学　高崎高等学校

　　　　公式野球部監督　青 栁 博 文　氏

※�二次元バーコードより
ご覧頂けます

群馬県民生委員児童委員協議会
（県社協ＨＰ内）のホームページに
「ぐんまミンジー」のまちがいさがし・

めいろ・ぬりえが追加となりました。

講師　青栁博文氏


